たのだった。 彼 は 至って 顔 まけの しない 性質だった か 

ら ：：： 。 

「いよ ォ 11 」 

と 相手 は 口辺に 更に 多数の 醜い しわの 数 を 増しな が 

ら、 ガ クガク する 首 を 前後に 振リ、 素直に 応じた の だ つ 

た。 

八十 助 は それで 満足だった。 それ 以上、 何 を 喋ろう 

という 気 もなかった。 そのまま、 この 知人と 別れて、 

同じ 人混み をズ ンズ ン と 四 谷 見附の 方へ 流れて いった 

のだった。 

(あいつ は、 誰だった かナ) 



かった。 ついそ こまで 出て いる だが 〔# 「出て いる だが」 

は ママ r どうも 出て 来ない のであった。 彼 はすこし ジ 

リジリ として 来た。 

そのと き 彼 は、 大きな 飾 窓の 前 を 通りかかった。 そ 

して そこに 並べて ある 時事 写真の 一 つに 眼 を 止めた。 

ゆ いちのみやた いしょう 

「逝け る 一 宮 大将」 とあって、 太い 四角な 黒枠に 入つ 

ている 厳めしい 正装の 将軍の 写真だった。 その 黒枠 を 

ノ J と 

見た とき、 彼 は 電光の 如く、 さっきの 奇妙な 男の 正体 

を 握んだ のだった。 

「うん、 彼奴 だッ。 II 」 

そう 叫んだ 彼 は、 不思議に も、 叫び 終る と共に、 な 



をして 午後の 五 時 ごろ、 二人が 勤め先 を 退ける が 早い 

か、 距離から 云って ほぼ 等しい 銀座 裏の ジニァ という 

喫茶店で 落 合い、 そこで 紅茶 を 啜りながら 積もる 話 を 

交わす ことにした のだった。 これ は 大変 名案だった。 

ほ がら 

二人 はすつ かり 朗 かにな り、 卒業のと きに 大騒ぎ を 

したの が 可笑しく 思われて ならなかった。 

ところが この 名案 ジニァ の ランデ ヴ ー (？) は 名案 

に は 違いなかった が、 彼等 一 一人の 交際に 思いがけない 

破局 を 齎す ことにな つたの も 運命の 悪戯であろう か。 

それ はこの 喫茶店に、 露 子と いう 梅雨空の 庭の 一 隅に 

咲く 紫陽花の ように 楚々 たる 少女が 二人の 間に 入って 



その 文面に は、 たしかに 次の ような 文句が あつたと 

思った。 

「 …… 鼠 谷 仙四郎 儀、 療養 叶わず、 遂に 永眠 

つかまつ リ そうろう あいだ この だんきん こくそう ろうな リ 

仕 候 間、 此段 謹告 候 也。 

追 而来る XX 日 X 時、 花 山 祭場に 於て 仏式 を 以て 

告別式 を 相 営み、 のち 同 火葬場に 於て 荼毘 に附し 

そうろう 

申 可く 候 …… 」 

この 文面から 推せば、 彼 はたし かに 病気で 死亡し、 

その 屍体 はたし かに 火葬せられ たのだった。 しかも 皮 

肉な ことに、 彼が 生前 世話を焼 いていた 花 山 火葬場の 

罐の 中で 焼かれ、 灰になって しまった 害だった。 尤 



とむらい よみがえ 

も 稀に は 死人が お 葬 の 最中に S つて 大騒ぎ をす る 

こと もないで はない が、 それ は 極めて 珍ら しい ことで、 

もし そんな ことがあれば、 鵜の 目 鷹の 目で 珍 ダネを 探 

している 新聞記者が 逸する 害はなかった。 しかし 最近 

の 新聞記事に はそんな 朗 かな 報道がなかった ことから 

推して、 かれ 鼠 谷の 死体 は 順調に 焼 場の 煙突から 煙に 

なって 飛散した に 違い あるまい。 すると …… ？ 

すると 八十 助 は、 今し がた 其処の 夜店 街の 人込みの 

中で、 旧友 鼠 谷 仙四郎 の、 幽霊 を 見た ことになる。 

「うう ッ 」 

彼 はガタ ガタ慄 えだした。 そして 外套の 襟 を 咽喉の 



る 液体 を ダッグ ッと、 立てつ づけに 四 五 杯 も あおった。 

腸の 中が カツと 熱くな つてき て、 やがて 全身に 火の よ 

うな 熱い 流れが 拡が つてい つた。 

「ふ —ッ」 

と 彼 は 溜息 を ついた。 

(ああ、 助かった！) 

と 彼 は 心の中で 叫んだ。 そして またしても グラス を 

手に 取上げた。 気が 次第に 落着いて 来て、 始めて あた 

かんじゃく 

りの 閑寂 な 空気に 気が ついた。 

八十 助の 座席の 隣で は、 二人の 男が 物静かな 会話 を 

つづけて いた それ を 聞く ともなし に、 彼 は 聴いた。 



い」 

「でも あいつ は 其 後 死ん じ やった という 話 じ やない か 

…：- J 

二人の 話 を ここまで 聴いて いた 八十 助 は、 そこから 

先 をもう 聞く に 堪えなかった。 話題に 上って いる 力 マ 

キリの ような 男と いうの は、 あの 鼠 谷 仙四郎 のこと に 

相違ない。 この 二人 も 彼奴が 死ん じ まった といって い 

るで はない か。 

八十 助 は 何が しかの 銀貨 を 卓子の 上に 置く と、 酒場 

から 飛び出した のだった。 



立って いた。 

「や ァ甲野 君」 

とその 怪物 は ニヤ ニヤ 笑いながら 声をかけた。 

「キ、 キミ は 誰です ゥ —— 」 

「誰 だと は、 弱った ネ」 と 怪物 は 一向 弱って いなそう 

な 顔で 云った 〔# 「顔で 云った」 は 底本で は 「顔 を 云った 匕 

「僕 は 君と 中学校で 机 を 並べ ていた 鼠 谷 …… 」 

「鼠 谷 君なら、 もう 死んだ 害 だッ」 

「そいつ を 知っていり や、 これからの 話が しょいと い 

う もの さ。 は ッはッ はッ」 と 彼 は 妙な こと を 云った。 

「なぜ 死んだ 人間が、 生き返って 君達に 逢う ことが で 



(首 を 横に ちょっと 廻して …… ) と 云われた 八十 助 は、 

ハツと 驚いて、 幽霊 男の 両側 を ジロジ 口と 眺め まわし 

た。 

「やっぱり 気になる と 見える ネ。 ふ ふ ふ ふッ」 

と 鼠 谷と 名乗る 男 は、 煙草の 脂で 真黒に 染まった 歯 

を剝き だして 笑った。 

八十 助 は 赤くな つた。 しかし 彼の 眼に は、 死んだ 女 

房の 幽霊ら しい もの は 見えなかった。 



怪人 怪語 



じない 君 こそ 実に 失敬 じ やない か …… と は 云う ものの、 

ちょ つ と 

君が 一 寸 信じな いのも 無理がない と 思うよ。 余りに 俺 

の 云う ことが 突飛 だもの ネ」 

鼠 谷 は 怒る かと 見せ、 その後で 直ぐ 顔色 を 和らげて 

八十 助の 機嫌 をと るの だった。 八十 助 はよう やく 気持 

を 直した、 それが 策略で あるか も 知れない と は 思いな 

がら …… 。 

おお-つ そつ 

「とにかく 君 は大噓 吐き だネ」 と 八十 助 は 相手の 顔に 

ぶっける ように 云った。 「チャンと 生きて いる 癖に 死 

亡 通知 を だした の だから ネ。 僕と しても、 もし 今夜 君 

にめ ぐり 逢わなかった としたら、 君 は 火葬場で 焼かれ 



て 骨に な つ ている こととば かり 思 つ て いるだろう よ。 

君 は 何故、 死んだ と，. 詐 つたんだ い」 

「詐 つち や いないよ、 俺 は。 あの 死亡 通知 は 本当な の 

だ。 まァ 落着いて 俺の 言う こと を 一 通り 訊いて くれよ _ 

全く 奇々 怪々 な 話なん だから。 …… 」 

鼠 谷 は 八十 助の 腕 を とらえて 放そうと しな か つ た。 

そして 此処で は 話が できない から、 何 か 飲みながら 話 

そうとい つた。 そして 馴染の いい 酒場 を 知ってい るか 

ら といって、 逢 巡して いる 八十 助 を 無理に 引 張って 

行った。 

それ は 確かに 新 宿 裏に ある 酒場で、 名前 も ギロチン 



白い ガウンの 腕 だけ を 静かに あげて、 隅の 席 を 指した。 

そこに は 白 バラの 51^ けて ある 花瓶が 載って いた。 観察 

すれば する ほど 奇妙な 酒場だった。 八十 助 はいつ か 西 

洋の 妖怪 図 絵の 中に、 こんな 感じの する 家が 出て いた 

の を 思い出した。 

鼠 谷 は カクテル を 註文す ると、 すぐに 話の 続き を始 

めた。 

「 …… いい かネ、 甲 野 君。 俺 は 一旦 死んで、 たしかに 

あの 花 山 火葬場の 炉の 中に 入れられ たんだ。 それ を 見 

たという 証人 も いくらでも あるよ。 その 人達に とって 

は、 降の 生きて いる こと を 信ずる ことよりも、 死んだ 



込が ついた からさ。 …… さあ 酒が 来た。 君の ために 乾 

杯 だ」 

「なんだ つて？ 君 は …… 」 

八十 助 は そこまで 云った ときに、 俄かに 酔いが 発し 

たの を 覚えた。 彼の 前に ある 世界が、 酒場が、 そして 

鼠 谷が、 一緒にな つて ス ー ッと 遠くへ 退いて ゆく よう 

に 思われた。 

(呀 ッ。 これ はしつ かりし なくて は …… ) 

と 卓子の 上に 手 を 突 張ろうと したが、 どうした のか 

このと きに 彼の 上体 は 意志に 反して ドタンと 卓子の 上 

に 崩れ かかった。 



細かい 綾の ような 波紋が、 軽快な ピッチで 押しよ せ 

てきて は、 彼の 身体の 上 を 通りす ぎて ゆく のであった。 

すると 今度 は、 上から も 下から も、 左から も 右から も、 

前から も 後から も (後方 さえよ く 見えた の だから、 後 

で 考える と 不思議で ある)、 美しい 虹が、 槍が 降って く 

るよう に 真直に 下りて きて は、 身体の 傍をス レス レに 

通りす ぎる のだった。 それ もやが て、 水の 泡沫の よう 

に 消え去る と、 今度 は 大小 さまざまの シャボン玉が、 

あっちから もこ つちから も 群 をな して フワ リ フワ リと 

のぼ 

騰 つてく るの だった。 

ク ルン、 ク ルン、 ク ルン …… 



(金魚鉢なん だろう か？) 

と 不審に 思って いると、 その 鉢の 底から パッ と火焰 

ほのお 

が 燃え だした。 金魚鉢の 上の 穴から も 真 赤な 焰 の 舌 

は 盛んに メラ メラと 立ちのぼって、 まるで 昔の 絵に 描 

いた 火の玉の ようになった。 八十 助 はどうしょう もな 

い 不安の 念に 駆られて、 ァレョ ァレョ と 見つめて いる 

ばかりだった。 

すると 急に、 火焰が 上に 動きだした。 金魚鉢の 中で、 

火焰 だけが 競り 上り だした のであった。 見る見る うち 

のぼ 

に 火焰の 底が 現れた。 火焰 はズン ズン騰 つて ゆく。 や 

がて 金魚鉢の 頂上のと ころ 一 面に 焰々 と 火 は 燃え 上つ 



た。 焰の下 は 何だろう とよく 見る と、 そこに は 清澄な 

水が 湛 えられて あった。 

水 は 硝子の せいでも あろう か、 淡い 青色に 染まって 

いて、 ときどき チチチ と 歪んで みえた。 その 歪みの 間 

から、 何 か 赤い ものが チロチ 口と 覼 いて 見えた。 

(何だろう、 あれ は！) 

チロチ 口と 揺め く 赤い もの は、 だんだんと 沢山に 殖 

えてい つた。 よくよく 見て いると、 それ は 小さい 金魚 

の 群で ある ことが 判った。 

(金魚が 泳いで いる！) 

可愛い 金魚が 泳いで いるの だ、 しかし 何とい う 奇怪 



し い 熱風 を 正面から 吹き つ けた。 

「うわ ー ッ」 

八十 助は駭 いて 後方へ 飛びの いた。 焰は 執拗に 追い 

かけて きた。 彼 は 夢中で K けだした。 ドンド ン艇 けて 

艇け てつ づけた 〔# 「艇 けて K けて つづけた」 は ママ r 

あまり 一生懸命に 艇 けたので、 気がついた ときには、 

たお 

全く 思いがけない 場所に 仆れ ている 自分に 気がついた。 

振り かえって みたが、 もう 焰は 見えない。 どこに も 火 

が 見えない。 八十 助の 周囲に は涯 しない 永遠の 闇が 続 

いていた。 火焰の 脅迫 は 去った が、 それに 代り合って 

闇黒の 恐怖が ヒシ ヒシと 迫って きた。 全く 何も 見えな 



い 無間地獄の 恐怖が …… 。 

彼 は 首 を 動かして みた。 頭の 下に 固い ものが 触れた。 

彼 は 地獄の 底に、 仰向きに なって 寝て いるの だとい う 

ことが 判った。 なんだか 頭の 芯が ピシ ピシ 痛む。 彼 は 

手 を 痛む 額の 方へ 伸ばした。 そのと き 思いがけな くも、 

伸ばした 手が 胸より 少し 高い ところで 何 か 固い ものに 

ぶっかり、 ゴ トリと 響 を 立てた。 

鼻 を つままれても 判らぬ 暗闇の 中に、 ゴ トリと 手の 

先に 当った もの は、 一体 何だった であろう か。 

ゴ トン、 ゴ トン。 

(ム。 —— これ は 板ら しい！) 



八十 助 は、 ゴ トリと 手先に 触れた もの を、 板と 感じ 

た。 板 なれば どこに ある 板であろう か。 彼 は 手首 を 真 

直に 立てて、 上の 方 を さぐった。 だが 何にも 触れない。 

こんど は 腰 をす こし 浮かして みた。 そして 手首 を また 

動かして みた。 果然な にか 手先に 触れた。 

ゴ 卜ン、 ゴ 卜ン。 

(あ ッ、 —— 上 も 板 だ) 

横 も 板、 上 も 板、 下 も 板ら しい。 足 先で 裾の 方 を さ 

ぐって みると、 これ も 板、 それ なれば 頭の 上の 方 も 板 

に違いない。 すると これ は 一体 どんなと ころへ 来て い 

るの だろう か。 四方八方 板で 囲まれた ところと いえば 



の 亀の子の ように バタ バタ 動かした。 ド カン ド カンと 

板の 上 を 叩いた。 叩いて いるう ちに 不図 気がついた。 

(こうして 叩いて いれば、 誰かが 発見して くれる かも 

知れない) 

八十 助 は、 彼の 入った 棺桶が どこかの 祭壇に 置かれ 

ている 場面 を 想像した。 しかし 何の ザ ヮメキ も 鐘の 声 

も 聞えない ところから 見れば、 それ はまず 当ってい な 

かった。 

(それで は、 死体 収容所 かも 知れない？) 

死体 収容所 なれば、 森閑と している の も 無理がない 

害だった。 そうだ、 そうだ。 死体 収容所で あろうと 



の 中に 発見した のだった。 

(生きな がらに 焼き殺される！) 

ああ、 何とい う 恐ろしい こと だ。 生きて いると 気が 

ついて 悦ん だの も 束の間、 次の 瞬間、 身に 迫って 来た 

もの は、 生きな がらの 焦熱地獄だった。 死んで 焼かれ 

るの なら 兎に角、 生きながら 焼き殺される なんて、 そ 

んな むごい ことがあ ろうか。 八十 助 は焰が 手足 をい ぶ 

らせ焰 が 毛髪に メラ メラ 燃え移る 場面 を 想像した。 I 

I 彼 は 当て のない 呪い の 言葉 を 口走 つ た。 

「クク ククッ 」 

どこから か 忍び笑いが 聞え て 来た。 その 声に は 充分 



「うう ー ッ うぬ ッ」 

八十 助 は 血と 汗と に まみれながら、 獣の ように 咆哮 

し、 そして 藻搔 いた。 

そのと きだった。 実に そのと きだった。 

なんだか 一 つの 異変が、 横 合から 流れ こんで 来た。 

それ は 有り得べ からざる 奇蹟の 様に 思われた。 一 陣の 

涼風が、 どこから ともなく ス ー ッと 流れ こんで 来たの 

だった。 

「 …… ？」 

八十 助 は藻搔 くの を、 ちょっと 止めた。 

(どうしたの だろう？) 



何事 か 起ったら しい。 

焼けつ きそう だ つ た 皮膚の 表が 急に 涼しくな つ た。 

そして、 焦げつ きそうな 痛みが すこしずつ 取れて ゆ 

くように 思 つ た。 

(罐の 火が 消えた か ナ！) 

と 思った が、 しかし 罐の火 はいよ いよ 明るく 燃えさ 

か つてい るら しい ことが、 棺の 蓋の 隙間から 望見され 

た。 罐は 盛んに 燃えて いる。 それ だのに、 棺の 中に い 

る わが 身 は 急に 楽に なった の だ。 

ポッ ー ン。 

そのと き 何 か 冷い ものが、 胸の あたりに 落ちて きた _ 



たいへんな 勢いで 流れて いるの だった。 それ は 水に 違 

いなかった。 さっき ポッン と 胸の 上に 落ちて 来た 水と 

同じと ころから、 供給され ている 水に 違いなかった。 

(ああ、 なんたる 不思議！ 火葬 炉の 中に、 冷水 装置 

が ある！) 

人体 を 焼こうと すると ころに、 逆に 冷やす 仕掛けが 

あると いうの は、 何と 奇妙な ことで はない か。 このと 

き 彼 は ゆく りなく、 あの 変な 夢の こと を 思い出した。 

「硝子の 金魚鉢の 水の 中に、 金魚が 泳いで いて、 —— 

それで 水の 表面に は 火焰の 幕が あった。 —— ああ、 あ 

れ だッ」 



棺桶 は 飛ぶ 

火葬 炉の 中で、 不思議に 焼け もせず、 八十 助の 入つ 

ている 棺桶 は、 しずしずと 下へ おり 出した。 

(これ は？) 

と 面 喰って いるう ちに、 棺桶 は 下へ おりき つた もの 

と 見え、 ゴ トンと いう 音と ともに 動か なくなった。 そ 

のうちに ゴ ロゴ 口と いう 音が 聞え、 棺桶 は 横に 滑り出 

した。 トロッコの ような ものに 載せられて、 引 張り だ 

されて いると いう 感じであった。 これら はすべ て、 暗 



が 聞え て 来て、 青い 光芒が 棺の 隙間から 見えた。 

「クック ッ クッ」 

「は ッまッ ま ッ」 

人 を 馬鹿にし たような 高い 笑声が、 棺の 外から 響い 

て 来た。 八十 助 は ハツと 身 を 縮めた が、 次の 瞬間、 べッ 

トリと 冷 汗をかいた。 どうやら 棺の 外から X 光線 を か 

けた ものら しい。 X 光線 を かける と、 棺の中 は 見 透し 

だった。 彼が 生きて 藻搔 いている ところ も、 骸骨 踊の 

ように、 棺 外の 連中の 眼に うつった ことであろう。 そ 

れで 可笑し そうに 笑った のに 違いない。 

「おう— い、 甲 野 君。 聞え るか ネ」 



と 鼠 谷 の し や 枯れ 声が した。 

八十 助 は 石亀の ように 黙って いた。 しかし 彼の 伸縮 

している 心臓 だけ は、 どうも 停める ことが 出来な かつ 

た。 八十 助 は 結局、 嘲笑 を 甘んじて 受けつ づけねば な 

ら なかった。 

「 …… むろん 聞え ている だろう ネ。 もう 暫 らくの 辛抱 

だ。 しっかりして 居 給え」 

なに を 云って いるんだ い —— 彼はム カム 力と した。 

(どうな と 勝手にし ろ！) 

彼 は 一切の 反抗と 努力と を 抛棄した。 もうこう なつ 

て は、 藻搔 けば 藻搔く ほど 損 だと 知った。 そう 諦める 



蓋 を 開かれた ときの、 あの 奇妙なる 気分と、 そして 驚 

愕とを 一生涯 忘れる こと は あるまい と 思った。 だが、 

それに も 増して、 奇怪 を 極めた の は、 棺の 外の 風景 だ つ 

た。 

そこに は 数人の 男女が 立って いた。 その 中で、 顔の 

見知り越しな 男が 二人あった。 一人 は 云わず と 知れた 

鼠 谷 仙四郎 だった。 彼 を ここまで 連れ こんだ 彼の 力 マ 

キリの ような 怪人だった。 そしてもう 一人 は？ 

(どこかで 見た 顔 だ) 

と 八十 助 は 咄嗟に 考え出そうと 努めた けれど、 そこ 

まで 出て いるのに 思い出せない。 それ は 非常に 肥えた 



のと 全く 違い、 直線で 囲まれた 真四角い もので はなく、 

すべて 曲線で 囲まれて いたのであった。 又 その 形が 何 

とも 云えない 奇妙な もので、 一 目 見て ゾッと 寒気 を 催 

した ほどだった。 それに、 建物の 色が、 やはり 狐色で、 

塔の ような 形の 先端 は 血の ように 紅く 彩られて いた。 

それが また 不思議な 力で、 八十 助の 心臓に 怪しき 鼓動 

を 与えた ものである。 

(これ ァ 一体、 どこへ 来たの だろう？) 

どうも 日本と は 思われない。 と 云って、 それほど 遠 

くへ 来たよう にも 思わない。 

「どうじ や、 気がついた かの？」 



と 白い 美髯の 肥満 漢が 声をかけた。 

「はッ —— 」 

と 八十 助 は、 彼の 顔 を 見た。 その ソ ー セ ー ジ のよう 

ないい 色 艷の顔 を 眺めて いたと き、 八十 助 は 始めて、 

さっきから 解き かねていた 謎 を 解き あてて、 愕 きの 叫 

び 声 を あげた。 

「ぁッ I 」 

「甲 野 君、 一 つ 御 紹介 をしょう」 

と 鼠 谷 仙四郎 がす かさず チヨ 口 チヨ 口と 前に 進み出 

でた。 

いちのみやた いしょう 

「こちら は 一 宫 大将で いらっしゃる」 



「死なない 覚え はあって も、 死んだ 覚え は あるまい。 

—— それ はとに かく、 君 は 死ん だれば こそ、 ほら あれ 

を 見い、 棺桶の 中に 入って いたで はない か」 

将軍の 指す 方 を 見る と、 八十 助の いままで 収容され 

ろうぜき ほう 

ていた 棺桶が、 いかにも 狼藉に 室の 隅に 抛り 出されて 

いた。 

「ああ、 それで は —— それで は、 やっぱり ここ は 冥途 

だつ たんです か」 

「そうで もない のじ や」 

フ k; ヮ -」 

八十 助の 怪訝な 顔 を 暫く 見詰めて いた 将軍 は 静かに 



う」 と 一宮 大将 は 傍ら を 向いて 「どうじ やな 鼠 谷 君。 

一 つ 君から、 この 国柄 を 説明して やって 呉れぬ か。 な 

にしろ 君が 一 番 よく 知っている でのう」 

「は ァ、 じ や 一 つ、 甲 野 君 を 驚かせる ことにします か 

ナ」 といって 八十 助の 方 を ジロリ と 眺めた。 「だが そ 

の 前に、 是非 云って 置かなければ ならぬ ことがある」 

(おいでな すった な —— ) と 八十 助 は 思った。 

「それ は、 君 を 此処へ 連れて来 たからに は、 もう 絶対 

に 日本へ 帰って 生活す る こと を 止めても らいたい の だ- 

第一 君 はもう お 葬式 をす ませ、 戸籍 面から ハツ キリ 除 

かれて いるの だから ネ。 いま 日本へ 帰っても、 君が 僕 



なかった かネ。 あれ は、 もう 今年 も 残り は 二三 日と な 

リ、 いくら 焦って みても、 もうどう にもなら ぬ、 

という 気持ちが、 あの 使い残りの 二三 日 をたい へん 

ゆっくり 嬉しく 感じさせて くれる の だ。 これ を もっと 

徹底させる と、 どういう ことにな るか。 それ は 人間が 

戸籍 面から ハツ キリ 姿を消す ことになる！」 

- つな 

「ふ ふン」 と 八十 助 は 呻った。 

きせき 

「つまり 自分の 死亡届け を 出して 置いて、 自分 は 鬼籍 

に 入る。 そう なれば、 この 世での いろいろの 厭な きず 

なを 断つ ことが 出来る。 もう 借金 とりも 来なければ、 

大勢の 子供の 面倒 を 見なくても よいし、 年寄りに なれ 



ば、 老いぼれと 蔑まれなくても いい。 鬼籍に 入った 

上で、 本当の 生命の 残り を、 極めて 自由に 有意義に 使 

うなら、 こんな 愉快な こと は、 無かろう じ やない か。 

—— それが そもそも この 火葬 国の 起源で あると いう わ 

けだ」 

鼠 谷 仙 四 郎の醜 怪な頰 に は、 ぼッと 紅の 色が さし 

昇って 来た。 



白 S1 に |W る 



じょうぜ つ 

鼠 谷 仙 四郎の 饒舌 は つづく。 

「僕 は 花 山 火葬場に 長く 勤めて いるう ちに、 火葬 炉に 

特別の 仕掛け を 作る こと を 考え出した。 早く 云えば ィ 

ンチキ 火葬 だ。 誰でも 棺桶 を 抛り 込んで 封印 をして し 

まえば、 それで 安心 をす る。 しかし 封印 をした の は 表 

口 だけの こと だ。 封印 をして ない ところが 上下 左右と 

奥との 五つの 壁 だ。 一見 それ は 耐火煉瓦 なぞで 築き あ 

げ、 行き止まり らしく 見える。 誰 一人と して、 あの 五 

つ の 壁 を 仔細に 検 ベようと 〔# 「検 ベようと」 は 底本で は 

「検 ベと ようと 匕 思った 者 はない。 變は そこ を覘 い、 一 



帰った。 そうだ、 八十 助の 原稿 は 常に 売れなくても 彼 

の 生命 は 文芸に あつたの である。 しかし その 文芸 は、 

ちまた 

あくまで あの 暄騒を 極めた 巷 の 間から 拾い上げ てこ 

そ 情熱 的な 味が あるので あった。 理想郷と は 云え、 こ 

んな 無人島から 拾い上げられる 文芸なん て どう 考えて 

も 砂を嚙 むように 味 気のない ものと しか 思えない。 況 

んゃ 探偵小説 なんても のが こんな 理想郷に 落ちて は 居 

ろ-つ こ-つ さまよ 

まい。 彼 は 矢張り 隨 巷に 彷徨う 三流 作家で ある こと を 

懐し く 思い、 また 誇りに も 感じた。 そう 思いつく と、 

俄 に 矢の ような 帰心に 襲われた のだった。 

「業 は 断る。 僕 は やっぱり 東京へ 帰る よ I 
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